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１．複文の類型論的研究および日本語の複文研究１．複文の類型論的研究および日本語の複文研究
の概観・現状・接点の概観・現状・接点

一般言語学の一般言語学の「複文」「複文」：：「関係節」「補文」「副「関係節」「補文」「副
詞節」「等位節」詞節」「等位節」（日本語学用語との対応）（日本語学用語との対応）

(A)  ((A)  (関係節関係節) ) the man the man [who bought the [who bought the 
book]book] ＝＝連体修飾節（連体複文構文）連体修飾節（連体複文構文）

(B)  ((B)  (補文補文) ) John thinks John thinks [{that/0} his wife [{that/0} his wife 
told a lie]told a lie].. ＝補足節？＝補足節？

(C) ((C) (副詞節副詞節)) [If J h thi k ][If J h thi k ] th t’th t’(C)  ((C)  (副詞節副詞節)) [If John thinks so][If John thinks so], that’s , that’s 
fine.fine. ＝連用修飾節（連用複文構文）＝連用修飾節（連用複文構文）

(D)  ((D)  (等位節等位節)) [John is happy] [John is happy] and and [Mary is [Mary is 
happy, too]happy, too].. ＝連用修飾節？＝連用修飾節？

33

類型論・機能主義言語学の複文研究：伝類型論・機能主義言語学の複文研究：伝
統的な複文の４分類をめぐって統的な複文の４分類をめぐって

４分類を前提：４分類を前提：

所収 諸論文所収 諸論文ShopenShopen (1985, 2007)(1985, 2007)所収の諸論文所収の諸論文,, HorieHorie
(2000, 2001)(2000, 2001) HaimanHaiman and Thompson and Thompson 
(1988), (1988), CristofaroCristofaro (2003)(2003)

44分類を修正分類を修正：：Foley and VanFoley and Van ValinValin (1984)(1984)44分類を修正分類を修正：：Foley and Van Foley and Van ValinValin (1984)(1984)
「等位接続「等位接続(coordination)(coordination)」「従位接続」「従位接続
(subordination)(subordination)」という伝統的な複文の二分」という伝統的な複文の二分
法の不備を補うべく「法の不備を補うべく「cosubordinationcosubordination」という」という
第三のカテゴリーを提唱第三のカテゴリーを提唱 44
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Croft (2001):Croft (2001):根源的構文文法根源的構文文法

伝統的な伝統的な四四タイプの「複文」：実際には「プロトタイプの「複文」：実際には「プロト
タイプ 構造を有しタイプ 構造を有し 図１に示すような図１に示すような構造的構造的タイプ」構造を有し、タイプ」構造を有し、図１に示すような図１に示すような構造的構造的
連続性連続性を示を示すと主張すと主張

根拠：根拠：図１で四つの角に配置された複文のう図１で四つの角に配置された複文のう

ち二者の間にち二者の間に両者の性質を備えた両者の性質を備えた中間的な中間的な
構文構文が存在するという類型論的な事実が存在するという類型論的な事実構文構文が存在するという類型論的な事実が存在するという類型論的な事実

例例：：「関係節「関係節(relative clause)(relative clause)」と「補文」と「補文
(complement)(complement)」という二つのタイプの複文の」という二つのタイプの複文の
間に「主要部内在型関係節」が存在間に「主要部内在型関係節」が存在 55
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66

internal headed relative clauses

図１．Croft (2001)による複文の連続性

日本語の「の」名詞節の機能領域日本語の「の」名詞節の機能領域

（１）（１）[[りんごが置いてあったのりんごが置いてあったの]]に気づいた。に気づいた。

（補文）（補文）

（２）（２）[[りんごが置いてあったりんごが置いてあった]]のにのに, , 気づかなか気づかなか
った。った。

（副詞節）（副詞節）

（ ）（ ） りんごが置 あ たりんごが置 あ た をそ とポケをそ とポケ（３）（３）[[りんごが置いてあったのりんごが置いてあったの]]をそっとポケッをそっとポケッ
トに入れて持ち去った。トに入れて持ち去った。

（主要部内在型関係節）（主要部内在型関係節）

77

1.11.1 日本語学の複文研究との日本語学の複文研究との
接点（１）接点（１）: : 従属節の階層モデル従属節の階層モデル

南（南（1974, 1993)1974, 1993)の従属節の階層モデルの従属節の階層モデル

(A(A類～類～DD類）と類）とFoley and Van Foley and Van ValinValin (1984)(1984)のの
類型論的階層モデルの平行性：類型論的階層モデルの平行性：

構造内にどのような文法要素（構造内にどのような文法要素（operator)operator)の生の生
起を許容するかと う作用域起を許容するかと う作用域 よよ起を許容するかという作用域起を許容するかという作用域(scope)(scope)によってによって
従属節を分類従属節を分類 （大堀（大堀(2000(2000）などが指摘））などが指摘）

88
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1.11.1 日本語学の複文研究との接点（１日本語学の複文研究との接点（１’’）：）：
「定形性」をめぐって「定形性」をめぐって

三尾三尾(1942(1942））, , 三上三上(1972(1972））,  ,  南南(1974, 1993)(1974, 1993)
以来現代日本語文法研究会以来現代日本語文法研究会(2008(2008）に至る）に至る以来現代日本語文法研究会以来現代日本語文法研究会(2008(2008）に至る）に至る

「陳述度」「従属度」の概念「陳述度」「従属度」の概念

19701970年代：生成文法、機能主義言語学の「主年代：生成文法、機能主義言語学の「主
節現象」研究節現象」研究 (Hooper and Thompson(Hooper and Thompson節現象」研究節現象」研究 (Hooper and Thompson (Hooper and Thompson 
1972, 1972, 影山太郎氏の研究など）影山太郎氏の研究など）

99

機能主義的類型論研究：機能主義的類型論研究：T. T. GivonGivonらのらの研究研究

（（GivonGivon 1980, 19901980, 1990）を経て、「定形性」）を経て、「定形性」
(finiteness)(finiteness)の概念を再検討（の概念を再検討（BisangBisang 20072007））

２節で詳述２節で詳述

1010

２．複文の「内側」：主節現象を中心に２．複文の「内側」：主節現象を中心に

「主節現象「主節現象(main clause phenomena)(main clause phenomena)」：」：

19701970年代：生成文法年代：生成文法, , 機能主義的言語学機能主義的言語学

「主題化（「主題化（TopicalizationTopicalization）」、「方向副詞前置」、）」、「方向副詞前置」、

「否定構成素前置」といった主に主節で適用「否定構成素前置」といった主に主節で適用
される変形規則される変形規則

Hooper and Thompson (1973)Hooper and Thompson (1973)：従属節では：従属節では

「前提「前提(presupposition)(presupposition)」ではなく」ではなく 「断定「断定

（（assertionassertion）」）」を表す節においてのみ適用を表す節においてのみ適用 1111

話題化（話題化（topicalizationtopicalization））

主節主節: : 節節

(4) (4) This book, John never readsThis book, John never reads. . 

従属節従属節::従属節従属節::

(4’) (4’) I {claim /*regret} [that I {claim /*regret} [that this this 
book,book, JohnJohn never readsnever reads]. ]. 

1212
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日本語（および韓国語）の日本語（および韓国語）の
題目助詞：（基本的に）主節現象題目助詞：（基本的に）主節現象

((55aa))弟弟ははこの本を持っている。この本を持っている。(( ))弟弟 本を持 る。本を持 る。

((55b) Namtongsayngb) Namtongsayng--unun i   chayki   chayk--ul  ul  
younger brotheryounger brother--TOP  this  bookTOP  this  book--ACCACC

kacikaci--ko isstako issta..kacikaci ko isstako issta. . 
havehave--CONT: DECL CONT: DECL 

1313

連体修飾節：題目助詞連体修飾節：題目助詞主格助詞へ交替主格助詞へ交替

(6(6)(a) [)(a) [弟弟**はは//ががこの本を持っているこの本を持っている]]ここ
とを知 たとを知 たとを知った。とを知った。

(b) [Namtongsayng(b) [Namtongsayng--*un/*un/ii
i   chayki   chayk--ul ul kacikaci--ko iss]ko iss]--umum--ul  ul  

ことこと‐‐をを

alasstaalassta..
知った知った

1414

日本語学：陳述度日本語学：陳述度, , （節の）従属度（節の）従属度

従属節（特に連用修飾節）が主節とどのよう従属節（特に連用修飾節）が主節とどのよう
に異なるか？に異なるか？に異なるか？に異なるか？

文法要素との共起制限による段階性文法要素との共起制限による段階性
((gradiencegradience))を観察・記述を観察・記述

三尾三尾 三上三上 南南 現代日本語文法研究会らの現代日本語文法研究会らの三尾三尾, , 三上三上, , 南南, , 現代日本語文法研究会らの現代日本語文法研究会らの

研究蓄積研究蓄積

1515

日本語の主節と従属節日本語の主節と従属節

(7)(a)(7)(a)きれいな花がさいた。（きれいな花がさいた。（文＝主節文＝主節））

(b)(b) きれいな花がさいたきれいな花がさいたが、すぐ散ってが、すぐ散ってしまっしまっ
た。た。（「が」連用節）（「が」連用節）

(c)  (c)  きれいな花がさいたきれいな花がさいたことをニュースで知っことをニュースで知っ
た。た。（名詞節（補文））（名詞節（補文））

(d)(d) きれいな花がさききれいな花がさき 暖かい春風も吹き始め暖かい春風も吹き始め(d) (d) きれいな花がさききれいな花がさき、暖かい春風も吹き始め、暖かい春風も吹き始め
た。た。（連用形による連用節）（連用形による連用節）

(e)(e) きれいな花がさいてきれいな花がさいて、暖かい春風も吹き、暖かい春風も吹き
始めた。始めた。（「て」形による連用節）（「て」形による連用節）

1616
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丁寧形との共起制限丁寧形との共起制限

三尾（三尾（19421942）：丁寧化百分率）：丁寧化百分率

(8) (8) がが 94.594.5％％

けどけど 86.086.0
からから 73.073.0
しし 58.058.0
のでので 28.028.0
とと 7.37.3

1717

三上（三上（19721972））

主節末が丁寧形のとき、従属節の述語部分主節末が丁寧形のとき、従属節の述語部分
も丁寧形になるか 丁寧形になる従属節（も丁寧形になるか 丁寧形になる従属節（99 ））も丁寧形になるか：丁寧形になる従属節（も丁寧形になるか：丁寧形になる従属節（9a9a））
は、ならない従属節（は、ならない従属節（9b9b）よりも文らしさ）よりも文らしさ

（陳述度）が高い。（陳述度）が高い。

(9) (a) (9) (a) 太郎が部屋に太郎が部屋に入りまして入りまして、明かりをつ、明かりをつ
けましたけましたけました。けました。

(b) (b) 太郎が部屋に太郎が部屋に入り入り（（**まし）、明かりをつけまし）、明かりをつけ
ました。ました。

1818

南南（（1974, 1993)1974, 1993)
の従属節の階層的類型の従属節の階層的類型

AA類（～ながら（同時性）、～類（～ながら（同時性）、～つつ、つつ、～～てて（継起）、（継起）、
（連用）中止形（継起）等）（連用）中止形（継起）等）～（連用）中止形（継起）等）～（連用）中止形（継起）等）

BB類（類（～のに、～のに、～ので、～ながら（逆接）、～と、～ので、～ながら（逆接）、～と、

～なら、～たら、～～なら、～たら、～てて（並列・理由）、～（並列・理由）、～ても、ても、
～（連用）中止形（並列・理由）等）～（連用）中止形（並列・理由）等） 丁寧形丁寧形

CC類（～が ～けど ～から ～類（～が ～けど ～から ～てて（逆接） ～（（逆接） ～（CC類（～が、～けど、～から、～類（～が、～けど、～から、～てて（逆接）、～（（逆接）、～（
連用）中止形（逆接）、連用）中止形（逆接）、～し～し等）等） 主題主題

DD類：直接引用節類：直接引用節

1919

類型論における類型論における｢｢主節現象」への関心の再燃：主節現象」への関心の再燃：
「定形性」「定形性」(finiteness) (finiteness) を決定する文法カテゴリを決定する文法カテゴリ

東 ジ 言語（例 日韓語）の主節現象も考慮東 ジ 言語（例 日韓語）の主節現象も考慮東アジア言語（例：日韓語）の主節現象も考慮：東アジア言語（例：日韓語）の主節現象も考慮：

TenseTense（時制）（時制）

Illocutionary forceIllocutionary force （発話の力）（発話の力）Illocutionary force Illocutionary force （発話の力）（発話の力）

PersonPerson（人称）（人称）

PolitenessPoliteness（丁寧さ）（丁寧さ）

（（BisangBisang 2007)2007) 2020
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通言語的に見た日本語の通言語的に見た日本語の
主節現象主節現象

ヨーロッパ言語の「定形性」（人称・性・数などヨーロッパ言語の「定形性」（人称・性・数など
と連動）は異なるが 「主題 「丁寧さ 「終助と連動）は異なるが 「主題 「丁寧さ 「終助と連動）は異なるが、「主題」「丁寧さ」「終助と連動）は異なるが、「主題」「丁寧さ」「終助
詞」など主節に典型的に見られる現象が存在詞」など主節に典型的に見られる現象が存在
（韓国語と共通）（韓国語と共通）

東アジア言語・東南アジア言語の孤立型言語東アジア言語・東南アジア言語の孤立型言語東アジア言語 東南アジア言語の孤立型言語東アジア言語 東南アジア言語の孤立型言語

（例：中国語（例：中国語, , タイ語）に比べると、述語の形態タイ語）に比べると、述語の形態

変化があり、「主節」「従属節」の区別がより変化があり、「主節」「従属節」の区別がより
明示的明示的

2121

日本語の「主節現象」の特異性：日本語の「主節現象」の特異性：
韓国語との対比で韓国語との対比で

I.I. 丁寧形が「主節」の文末を決定する安定的丁寧形が「主節」の文末を決定する安定的
な指標となりえるか？な指標となりえるか？な指標となりえるか？な指標となりえるか？

日本語：日本語：必ずしもなりえない必ずしもなりえない

連用修飾節（連用修飾節（B~CB~C類）はもとより連体修飾節類）はもとより連体修飾節
にも生起可能にも生起可能にも生起可能にも生起可能

韓国語：韓国語：概ねなりえる（例外は非常に限定的）概ねなりえる（例外は非常に限定的）

2222

南（南（19871987）の観察：連体修飾節に）の観察：連体修飾節に
おける丁寧形の生起おける丁寧形の生起

（（1010））(a)(a) [[きのうさし上げきのうさし上げましましたえびたえび]]は、もうおは、もうお
あがりになりあがりになりましましたか。たか。

(b)(b) [[こちらからお送りしこちらからお送りしますます用紙用紙]]に御署名御に御署名御
捺印の上お返し下さい捺印の上お返し下さいませませ捺印の上お返し下さい捺印の上お返し下さいませませ。。

2323

Matsumoto (2009)Matsumoto (2009)

慣習的な改まり（慣習的な改まり（conventional formalityconventional formality）が）が

好まれるサ ビス産業の対顧客とい た ン好まれるサ ビス産業の対顧客とい た ン好まれるサービス産業の対顧客といったコン好まれるサービス産業の対顧客といったコン
テクストテクストで使用で使用

(10)(c) [(10)(c) [お申込みになりお申込みになりましたました]]カードを発行さカードを発行さ
せて頂きせて頂きますます （（p 296:p 296: 原文ローマ字）原文ローマ字）せて頂きせて頂きますます。（。（p.296: p.296: 原文ロ マ字）原文ロ マ字）

2424
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韓国語の上称形（日本語の丁寧韓国語の上称形（日本語の丁寧
形に部分的に対応）形に部分的に対応）

(11a) (11a) ＊＊[[eceyecey tulyetulye--ssss--supnitasupnita--ten] ten] 
昨日昨日 差し上げる差し上げる--過去過去--上称上称--過去（回想）連体過去（回想）連体

saywusaywu--nunnun pelssepelsse tusyetusye--ssss--supnisupni--kkakka..
えびえび--題目題目 もうもう 召し上がる召し上がる--過去過去--上称上称--疑問疑問

「きのうさし上げましたえび「きのうさし上げましたえび]]は もうおあがりには もうおあがりに「きのうさし上げましたえび「きのうさし上げましたえび]]は、もうおあがりには、もうおあがりに
なりましたか。」なりましたか。」 （堀江（堀江20012001：：201201））

2525

上称形の生起可能な上称形の生起可能な
（引用節以外で）唯一の従属節（引用節以外で）唯一の従属節
(1(1２２) [) [capcicapci--nun nun ississ--supnitasupnita--man], man], 

雑誌－題目ある－上称雑誌－題目ある－上称--MANMAN

sinmwunsinmwun--un un epseps--supnitasupnita..
新聞－題目新聞－題目 ない－上称ない－上称

「雑誌はありますが、新聞はありません。」「雑誌はありますが、新聞はありません。」

2626

引用節と連体修飾節の接続引用節と連体修飾節の接続

II.II.主節が明示的な引用標識なしに、あるいは主節が明示的な引用標識なしに、あるいは

明示性の低い引用標識を媒介して主要部名明示性の低い引用標識を媒介して主要部名

詞に接続できるか？詞に接続できるか？

日本語：できる日本語：できる

韓国語：できない韓国語：できない

2727

直接引用節と連体修飾節の接続：明示的直接引用節と連体修飾節の接続：明示的
な補文化標識が必要（「という」「な補文化標識が必要（「という」「haha--nunnun」）」）

((1313) (a)) (a)「来た！」「来た！」というという言い方言い方

(b) “(b) “WaWa--ssss--tata!”            !”            la la koko haha--nun   nun   maltwumaltwu
来る来る‐‐過去過去‐‐下称下称 とと‐‐いういう‐‐現在連体現在連体 言い方言い方

2828
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直接会話修飾節直接会話修飾節（メイナード（メイナード20082008））

(14)(14)
(a)(a) [[ご主人さまがご主人さまが22年間の長期の旅から帰っ年間の長期の旅から帰っ
てきましたてきましたよよ]]、、ななイメージイメージ

(b)  [(b)  [どうしましたどうしましたかか]]、、のの問い問い

(c) (c) [[来た！来た！]]感感 、高まる。（メイナード、高まる。（メイナード20082008：：
7373 75;75; 表記を 部修正）表記を 部修正）7373--75; 75; 表記を一部修正）表記を一部修正）

2929

韓国語：韓国語：直接会話修飾節は不可直接会話修飾節は不可

(13’)(a) *[“(13’)(a) *[“WaWa--ssss--tata!” ]  !” ]  {{øø}  }  nukkimnukkim--ii
来る来る‐‐過去過去‐‐下称下称 感じ感じ‐‐主格主格

kanghaycikanghayci--nn--tata.  .  
強まる強まる‐‐現在現在‐‐下称下称

（「来た！」感強まる（「来た！」感強まる に対応）に対応）

3030

類似会話修飾節類似会話修飾節（メイナード（メイナード20082008））

(15)(15)
(a) [(a) [ヨン様がやっているヨン様がやっているよ～よ～] ] みたいなみたいな表示は表示は

一切なし。一切なし。

(b) [(b) [で、あんたはこんなとで、あんたはこんなとこでこで何してん何してんの？の？] ] 的的
表情表情表情表情

（同上（同上: 78, 80: 78, 80；表記を一部修正）；表記を一部修正）

3131

３節３節. . まとめまとめ

日本語：「主節」と「従属節」の境界がより日本語：「主節」と「従属節」の境界がより非確非確
定的 流動的定的 流動的定的・流動的定的・流動的

「主節現象」の従属節への浸透「主節現象」の従属節への浸透が広範囲に観が広範囲に観
察察

連用修飾のみならず、連用修飾のみならず、従属度の高いと思わ従属度の高いと思わ
れる連体修飾節れる連体修飾節でも主節現象が観察でも主節現象が観察

3232
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韓国語：韓国語：「主節」と「従属節」の境界をより明示的「主節」と「従属節」の境界をより明示的
に区別に区別

「主節現象」の従属節への浸透は非常に限定「主節現象」の従属節への浸透は非常に限定
的的的的

形式と意味の関係を一対一に保つ傾向形式と意味の関係を一対一に保つ傾向が日が日
本語よりも相対的に高い（堀江本語よりも相対的に高い（堀江20012001））

3333

日本語日本語：：

主節の文末を明示的に終結させる指向性が主節の文末を明示的に終結させる指向性が
相対的に弱い相対的に弱い  主節現象が従属節に浸主節現象が従属節に浸
透しやすい透しやすい

ｆｆ 影山（影山（20022002）が日本語動詞の「行為の結果）が日本語動詞の「行為の結果ｃｆｃｆ..影山（影山（20022002）が日本語動詞の「行為の結果）が日本語動詞の「行為の結果

よりも過程を重視する」特徴を含む複数の現よりも過程を重視する」特徴を含む複数の現
象から抽出した「ケジメのなさ（「無界」性）」と象から抽出した「ケジメのなさ（「無界」性）」と
いう特徴ともいう特徴とも連関連関

3434
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